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　教職員の皆様には日頃より教弘保険を通じまして、（公財）日教弘千葉支部の事業に対してご支
援とご協力をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。また、教弘保険の拡大によりまし
て、教育振興事業が年々拡充を図ることができております。これもひとえに皆様のご理解とご支援
の賜と重ねて御礼申し上げる次第です。

　さて、この教育実践研究論文の募集事業は、千葉教弘の教育振興事業の大きな柱の一つとなって
います。今回は学校部門２４点、個人・グループ部門３６点、合計６０点と、昨年の３８点を大き
く上回る沢山の応募がありました。いずれも日々の教育実践への工夫改善と児童生徒の成長の様子
をうかがうことができ、審査員の先生方からは、素晴らしい実践研究であるとの高い評価をいただ
くことができました。
　厳正な審査の結果、今回入賞された方々は別掲の通りです。入賞者の皆様には心よりお祝いを申
し上げます。また、今回入賞できなかった先生方におかれましても、引き続き研究を深めまして、
その成果を教育実践に生かしていかれますことを切にお願いするとともに、再度応募いただきます
ようご期待申し上げます。

　今教育現場では、教職員の多忙化が大きな問題となっています。２７年２月に県教委より刊行さ
れた「業務改善リーフレット：児童生徒と向き合う時間を確保するために」の勤務実態調査により
ますと、事務的な業務、生徒指導、補修・部活動の指導の時間が増えている一方、授業準備や成績
処理の時間が大幅に減り、特に自主研修の時間は５分の１程度に減っているようです。授業準備や
事務処理の残り等は残業時間に行っている様子がうかがえます。
　こうした多忙を極める中であっても、自らの指導力の向上を図ることは、教職員にとって重要な
使命であります。本冊子に掲載された研究の成果を参考として日頃の教育実践の改善に役立ててい
ただければ、この事業は大きな成果を上げることとなり、当財団としてこれに勝る喜びはありません。

　当支部としましては今後も公益財団法人として事業の充実を図り、児童生徒の学びやすい環境づ
くりや学校教育への支援など、「最終受益者は子ども達」としての教育振興事業を推進してまいり
ます。多くの先生方に教弘の会員となっていただき、引き続きご支援をいただきますようお願い申
し上げます。
　末筆ながら、この間審査委員長としてご指導いただいた総合教育センター所長 安藤久彦様をは
じめ各審査委員の先生方、更には論文をお寄せ頂いた全ての方に感謝とお礼を申し上げまして、巻
頭のご挨拶とさせていただきます。

　　　　　　「教育実践研究論文集」第31号の発刊に寄せて

公益財団法人 日本教育公務員弘済会千葉支部

支 部 長　熱　田　恒　雄
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　私たちが生きる社会では、情報化やグローバル化といった変化が人間の予測を超えて加速度的に
進展しています。子供たちが成長した社会は、ますます変化が速くなり、今まで以上に複雑で予測
困難になるだろうと言われています。そうした中、未来を生きる子供たちに、今どんな資質・能力
を身につけさせる必要があるのか、子供たち一人一人が持つ可能性を引き出して豊かな人生を実現
させるためにどんな教育が大切なのか、主体的・対話的で深い学びの視点からの学習過程の改善、
カリキュラム・マネジメントの実現などをキーワードとして、新しい学習指導要領の方向性、必要
な方策等が具体化してきました。
　その内容は、例えば外国語教育の抜本的な強化に伴う小学校における外国語教育の改善・充実、
子供たちが考え、議論する道徳教育への転換、幼児教育と小学校教育の接続、高大接続など学校段
階間の接続をはじめ、取り組むべき課題は多岐にわたっています。私たちはその重さに押しつぶさ
れそうにもなりますが、今こそ国の動向を的確に捉え、それぞれの学校、地域の実情を踏まえて、
教員の叡知を結集していくことが肝要です。
　こうした変革の時期に、本年度も公益財団法人日本教育公務員弘済会千葉支部主催による「教育
実践研究論文」の募集に、個人部門に３６点、学校部門に２４点の合計６０点の応募がありました。
昨年度を大きく上回る多数の応募がありましたことに、県下の先生方の熱意を感じ、先ずは応募さ
れた皆様に敬意を表したいと思います。
　応募論文を読ませていただきましたが、学校が直面している喫緊の課題に積極的に取り組み成果
を上げたもの、家庭・地域との連携・協働を充実させる創意あふれる実践、子供たちの能力を引き
出して資質を高める意欲的な指導方法の研究、教育活動を円滑に進めるための校内体制のあり方な
ど、これからの学校が迫られるテーマに挑んだ論文が多く見られ、どこの学校においても参考にで
きる意欲的な内容が目立ちました。
　いずれも甲乙つけ難い論文に審査委員も侃々諤々、審査が白熱する中で、理論と実践が一体とな
り検証や分析ができているか、汎用性のある研究であるか、当該校の教育活動の改善に資するもの
であるかなどを観点として、個人・グループ部門、学校部門の受賞者を決定していきました。優秀
賞については主催者側が予定した数と異なる点数の選定となりましたが、様々な観点から厳正な審
査を行った結果と御了解いただければ幸いです。

　　　　　　　教育実践研究論文の効用
　　　　　　　　学び続ける学校と教員であるために

審査委員長　　　　　　　　　　
千葉県総合教育センター所長　　

安　藤　久　彦
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　先に述べましたとおり、変革の時代だからこそ、教員が学び続ける姿勢とその成果がますます重
要になってきています。論文に応募された先生方、受賞された皆様には、常に学び続ける教員の代
表として、千葉県の教育を力強く牽引していただくことを期待いたします。併せて、ここに掲載さ
れた研究論文に刺激を受けた多くの先生方が、さらに新しい研究テーマにチャレンジして、あらた
めてその成果を次年度以降の研究論文に応募するような流れができれば理想的だと感じます。
　最後になりますが、教育実践論文を募集されました公益財団法人日本教育公務員共済会千葉支部
様に敬意を表するとともに、貴法人のますますの発展を祈念して、講評とさせていただきます。
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審　査　委　員

受 賞 者 の 皆 様

（敬称略）

審 査 委 員 長 千葉県総合教育センター　所長 安　藤　久　彦
審 査 委 員 千葉県総合教育センター　部長 今　関　文　章
審 査 委 員 千葉県高等学校長協会　　会長 鈴　木　政　男
審 査 委 員 千葉県小学校長会　　　　会長 池　田　文　彦
審 査 委 員 千葉県中学校長会　　　　会長 柴　内　　　靖
審 査 委 員 元小学校校長 木　村　節　夫
審 査 委 員 元小学校校長 林　　　洋　子
審 査 委 員 元小学校校長 溝　江　　　晃
審 査 委 員 元小学校校長 鈴　木　郁　夫
審 査 委 員 元小学校校長 鈴　木　幸　代
審 査 委 員 元小学校校長 佐　藤　　　進
審 査 委 員 元中学校校長 泉　　　晴　行
審 査 委 員 元小学校校長 半　田　美智子
審 査 委 員 元特別支援学校校長 永　吉　　　諒
審 査 委 員 元小学校校長 小　寺　道　明
審 査 委 員 株式会社千葉教弘　代表取締役 藤　村　龍　一
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【奨励賞（佳作）】
　学校部門

【奨励賞（佳作）】
　個人・グループ部門

千葉県立実籾高等学校 校長 關　　晶子 高等学校における歯科保健教育の取り組みについて

千葉県立流山おおたかの森高等学校 校長 吉田　富昇 学校全体で取り組む主体的な活動の推進

市川市立行徳小学校 校長 吉野　和雅 総合的な学習の時間を通して、豊かな学びを育む

習志野市立実花小学校 校長 渡邉　岩夫 たのしさ・充実感が味わえる算数科学習のあり方

八千代市立萱田南小学校 校長 平瀨　典子 共に考え学びを深める学習をめざして

野田市立柳沢小学校 校長 阿部　雅彦 学ぶ意欲を高める指導法の工夫

流山市立東小学校 校長 菊岡　義一 学び合い、伝え合うことのできる児童の育成

鎌ケ谷市立東部小学校 校長 小島　邦夫 自分の思いや考えを豊かに表現できる子どもの育成

成田市立久住小学校 校長 依知川典子 算数科における思考力・表現力を高め、生き生きと学ぶ
児童の育成をめざす授業づくり

九十九里町立九十九里小学校 校長 佐瀬　一生 地域の「財」を活用した「豊かな学び」の展開

御宿町立御宿小学校 校長 三上　雄二 自らの命を守り抜くため「主体的に行動する」児童の育成

いすみ市立大原小学校 校長 渡邉　宗七 UD（ユニバーサルデザイン）の視点に立った授業づくり

君津市立八重原小学校 校長 山口　一也 自分の思いや考えを豊かに表現し「学び合う子」の育成

千葉市立小中台中学校 校長 渡邉　博典 環境学習を通して、生徒の意識の変容を目指す

千葉市立花見川中学校 校長 備中　隆文 統合校として修学旅行の経過的取り組み

市川市立福栄中学校 校長 西澤　康男 福祉教育を通した地域との連携

浦安市立明海中学校 校長 若菜　秀彦 学校改善へのチャレンジ「指導」から「支援」へ

いすみ市立岬中学校 校長 尾川　幸男 将来のみさき人を育てる

木更津市立金田中学校 校長 大河原敏雄 伝統文化を大切にし、思いやりのある生徒の育成

千葉県立千葉中学校・千葉高等学校 教諭 中川　雅彦 中高一貫校での取組と今後の展望

千葉県立検見川高等学校 教諭 小賀野大一 生命を育み地域の自然の理解に繋げる教育実践

千葉県立浦安高等学校 教諭 村上　元一 積極的な生徒指導の実現

千葉県立柏中央高等学校 教諭 鳥塚　義和 学校開放講座「紡ぎ・染め・織る－手仕事を楽しむ」

千葉県立佐倉南高等学校 教諭 大上　恵司 美術の授業で心を育てる

千葉県立船橋北高等学校 教諭 條　　冬樹 「はじめての選挙」参議院選挙をテーマとした討論・参加
型授業
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千葉県立桜が丘特別支援学校 教諭 中村　吉伸 肢体不自由児の防災教育の取組

千葉県立仁戸名特別支援学校 教諭 渡部　智美 不登校からの学校生活づくり支援

千葉県立松戸特別支援学校 教諭 山田　康朝 肢体不自由を有する児童生徒を対象とした通級による指導
の実践

千葉県立
特別支援学校市川大野高等学園 教諭 濱本　武將 本物の働く力を育み、笑顔輝く生徒の育成

千葉市立院内小学校 教諭 渡邉　美穂 子どものレジリエンスを育てる指導のあり方

船橋市立八栄小学校 教諭 若松　祐次 一人一人が輝く学級経営の在り方

浦安市立舞浜小学校 教諭 戸田　道也 生きる力をはぐくむ総合的な学習の工夫と改善

市川市立大和田小学校 教諭 河野　太郎 既習を生かし、見通しを持つことで主体的に学習に取り組
む児童の育成

市川市立大和田小学校 教諭 鈴木　美菜 よく考え、伝え合い、豊かな学びを実現する子
思考力、判断力、表現力の育成を通して

市川市立大和田小学校 教諭 富永加代子 よく考え、伝え合い、豊かな学びを実現する子
ＮＩＥの日常化を通して

市川市立大和田小学校 教諭 流　　雄希 よく考え、伝え合い、豊かな学びを実現する子
はがき新聞の有効活用を目指して

松戸市立六実小学校 教諭 柳田　良雄 アクティブラーニングの授業づくり

松戸市立梨香台小学校 校長 山口　昌郎 教員に力をつける研修体制の試み

柏市立大津ケ丘第一小学校 教諭 井上　　昇 情報モラルの最新事例・主体的に判断し、自ら正しく情報
を発信できる児童の育成

横芝光町立上堺小学校 教諭 飯森　　敬 小学校高学年における学習集団の質的向上に関する研究

木更津市立波岡小学校 教諭 古舘　良純 一人一人が輝くコミュニケーションの在り方

千葉市立高浜中学校 教諭 伊藤　拓也 「理科が好き」「理科は生活に役に立つ」と考える生徒の育成

市原市立国分寺台中学校 教諭 小甲はな恵 身近な生活に生かせる知識・技能を育む授業づくり

船橋市立湊中学校 校長 太田　　保 「いのち・こころ・人とのつながりを育む」健康教育の充実

習志野市立第一中学校 スクール
カウンセラー 小沼　　豊 教職員間の連携を促進する効果的な教育相談の展開

八千代市立睦中学校 教諭 河瀬　　農 家庭学習を通して自律的に学習できる生徒を育て学力の向
上を図る

佐倉市立臼井中学校 教諭 根本　栄治 「そうか、なるほど」を引き出す授業をめざして

銚子市立第三中学校 教諭 神原　真人 興味・関心を育むための授業づくり
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